
第２ 【事業の状況】 

(1) 生産実績 

当第２四半期連結会計期間における生産実績については、単一セグメントのため製品種類別に記載し

ております。 
  

 
(注) １  金額は、販売価格によっております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３  当社グループの製品は主として社内製作を行っているが、一部協力工場において外注加工を行っており、上

記の数値には外注生産高が含まれております。 

  
(2) 受注実績 

当第２四半期連結会計期間における受注実績については、単一セグメントのため製品種類別に記載し

ております。 
  

 
(注) １  金額は、販売価格によっております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

１ 【生産、受注及び販売の状況】

品種別 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

小ねじ 837 22.5 

タッピンねじ 1,142 9.0 

ボルト 3,117 28.9 

座金組込ねじ 2,240 23.1 

その他 501 48.2 

合計 7,839 24.3 

品種別 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

小ねじ 807 17.5 274 8.3 

タッピンねじ 1,162 4.4 410 △9.5

ボルト 2,934 19.2 1,015 9.0 

座金組込ねじ 2,155 21.0 754 20.6 

その他 481 40.3 157 16.7 

合計 7,541 18.1 2,612 8.9 
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(3) 販売実績 

当第２四半期連結会計期間における販売実績については、単一セグメントのため製品種類別に記載し

ております。 
  

 
(注) １  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりです。 

  

 
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。 

  

(1)経営成績の分析 

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア地域を中心とする経済成長や政府の経済

政策の効果により回復の基調が見られましたが、海外景気の回復傾向は緩やかになっており、更に円

高の進行等により輸出の増勢が鈍化するなど景気の先行きについては予断を許さない状況にありま

す。 

当社グループの主要な取引先であります自動車業界におきましては、新興国市場の拡大、環境対応

車や小型車の伸長等にけん引される形で回復の傾向を見せました。 

このような状況より、当社グループの売上高は自動車生産台数の増加を主要因に7,874百万円(前年

四半期比25.7%増)となりました。また利益面では、原価低減活動の推進により、営業利益は322百万円

(前年四半期は営業利益79百万円)、経常利益は291百万円(前年四半期は経常利益68百万円)、四半期純

利益は187百万円(前年四半期は四半期純利益27百万円)となりました。 

  

品種別 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

小ねじ 839 22.7 

タッピンねじ 1,176 18.1 

ボルト 3,093 27.6 

座金組込ねじ 2,263 24.5 

その他 501 46.5 

合計 7,874 25.7 

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

日産自動車（株） 2,269 36.2 2,907 36.9 

スズキ（株） 679 10.8 935 11.9 

２ 【事業等のリスク】

３ 【経営上の重要な契約等】

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(2)財政状態の分析 

資産の部については、流動資産が13,000百万円となり、前連結会計年度末に比べ394百万円の増加と

なりました。固定資産は7,164百万円となり、前連結会計年度末に比べ119百万円の増加となりまし

た。 

負債の部については、流動負債が10,160百万円となり、前連結会計年度末に比べ503百万円の増加と

なりました。固定負債は5,353百万円となり、前連結会計年度末に比べ322百万円の減少となりまし

た。 

純資産の部については、株主資本が4,413百万円となり、前連結会計年度末に比べ351百万円の増加

となりました。評価・換算差額等は62百万円となり、前連結会計年度末に比べ44百万円の減少となり

ました。 

少数株主持分は、175百万円となり、前連結会計年度末に比べ25百万円の増加となりました。 

  

(3)キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、第１四半期連

結会計期間末に比べ313百万円増加し、3,910百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおり

であります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結会計期間末における営業活動による資金の増加は、701百万円となりました。 

これは主に、減価償却費が165百万円、売上債権の増加117百万円、たな卸資産の増加13百万円、賞

与引当金の減少105百万円、仕入債務の増加424百万円によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結会計期間末における投資活動による資金の減少は、55百万円となりました。 

これは主に、有形固定資産の取得による支出52百万円によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結会計期間末における財務活動による資金の減少は、334百万円となりました。 

これは主に、長期借入金の返済による支出342百万円、短期借入金の純増減額７百万円等の資金の増

加によるものであります。 

  

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。 

  

(5)研究開発活動 

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は65百万円であります。 
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